
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学芸会を通した子どもの成長 
        校長 西山 誠一 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜教育目標＞ 
○学習にはげむ子ども 
○礼儀正しい子ども 
○健康な子ども 

小樽市立張碓小学校 

ＨＰ毎日更新中 

音楽「オー・シャンデリゼ」他 
劇 「ひらがなだいぼうけん」 

劇・音楽「おだんご DOKKISYO」 

劇 「どん助長者」 
音楽「エーデルワイス」他 

劇 「オムニバス・日本むかし話」 
音楽「星笛」他 

劇・音楽「手 紙」 

10 月 12 日の学芸会には、保護者・地域の皆様にご来校いただ

き、心より感謝申し上げます。 

学芸会までの練習期間は約半月でした。バラバラだった劇がし

だいに一つになっていく。おぼつかない歌声が心打つハーモニー

になっていく。道具や衣装が整っていく。子どもと教員が一緒に

なって創り上げていくこの期間は、とても創造的なものでした。 

こうして、保護者公開日を迎えました。普段の様子からはあま

り見られない、堂々とした演技を見せる子がいました。一方で、

緊張を解きほぐすために深呼吸をして勇気を出している子もい

ました。それぞれの子どもに、発表の様子だけでは見えないドラ

マがありました。 

子どもたちは、児童会で決めた「楽しく 優しく 美しく 魂込め

て 最高の演技を」のスローガンを胸に、練習の成果を十分に発揮

していました。精一杯の気持ちを込めて自分のセリフを伝え、合

唱する子どもたち、そして、裏方で係の仕事にしっかりと取り組

む子どもたちの姿をご覧いただけたことと思います。 

学芸会を終えた今、どの学年の子どもたちからも、学習や生活

に臨む姿に意欲や自信が見られ、成長を感じているところです。 

 

外を見ると、濃緑だった木々が、様々な色に変化しつつありま

す。子どもたちも、学芸会を通して自分のカラー（個性）が一層

色づいてきたように思います。 

紅葉は、気温の寒暖差が大きくなると色づきが進むと言われま

す。学校でも、「温かさ（児童への愛情、声かけ、賞賛等）」と「厳

しさ（ダメなことはダメという毅然とした指導）」の両面を、適切

なタイミングで出し入れしながら、子どもに寄り添い、教え育て

ていきます。 

子どもたちがそれぞれの多様な「色」を輝き放つためにも、学

校と保護者・地域が一体となって見守ることが大切です。今後と

も引き続き、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育の授業がありました 
９月２６日（木）は、桂岡小学校の太田栄養教

諭が来校し、５･６年生を対象に「健康を保ち、

よりよく成長するには、どのような食事をしたら

よいか考えよう。」という学習課題で食育の授業

を行いました。子どもたちはクロームブックを活

用しながら課題に取り組み、自分の考えを発表

し、交流する姿が多く見られました。 

 

 

 

発明王「エジソン」～ 読書の秋 
１０月７日（月）全校朝会では、西山校長が多くの発明で有

名なエジソンについて話しました。電球を発明するのに、１万

回の失敗を繰り返したエジソンは「わたしは失敗していない。

１万通りのうまくいかない方法を発見しただけだ。」と話した

そうです。この話から、あきらめないことの大切さを子どもた

ちと確認しました。そして、偉人の伝記は他にもたくさんある 

ので、読書の秋にぜ 

ひ読んでほしいとみ 

んなに呼びかけまし 

た。 

 

 休み時間の避難訓練を実施！ 
１０月１８日（金）の中休み 

に、避難訓練を行いました。教 

室や体育館でそれぞれ過ごして 

いた子どもたちは、緊急地震速 

報の放送を聞くと、近くの職員 

の指示に従い、グラウンドへ避 

難しました。 

消防署の方から、先生がいな 

くても、高学年の人たちが低学年の子どもたちが避

難できるようリーダーシップを発揮していて素晴

らしかったと講評をいただきました。 

 

「どさんこ子ども地区会議」に参加 
 １０月１８日（金）は児童会を代表して、児童会会長が

後志管内の小中高生が参加する「どさんこ子ども地区会議

in しりべし」に参加しました。オンライン開催でグループ

毎に「いじめが起こるきっかけにはどのようなものがあ

りますか。また、どうしたらいじめを防ぐことができま

すか。」等のテーマに沿って、話し合いました。高校生の

司会により、小中学生が発表し、意見交流を行いました。

画面越しではあり 

ますが、とても貴 

重な機会となりま 

した。 

「楽しかった！」「おいしかった！」 
～ クラブ活動 

                  10 月２１日（月） 

はクラブ活動があ 

りました。文化クラ 

ブでは、クレープとホットケーキづくりをしました。粉と

牛乳を混ぜ、フライパンで熱していくといい香りが漂って

きました。完成して「いただきます！」で子どもたちはお

いしそうに食べていました。体育クラブは、体育館でバド

ミントンです。準備体操の後、二人一 

組でラリーをし、体を慣らしました。 

その後、ネットを張ってゲームを始め、 

バドミントンを楽しんでいました。 

本の読み聞かせ ～ 図書ボランティア 
10 月 22 日（火）は図書ボランティアによる２

回目の読み聞かせがありました。子どもたちが少

しでも読書への興味を高め、本を読んでみたいと

いう気持ちが芽生えてくれたら何よりです。 

次回の読み聞 

かせは、１１月 

26 日（火）の予 

定です。 

 

赤い羽根共同募金の取組 ～ 児童会 
児童会主催で「赤い羽根共同募金」 

の取組が１０月２１日（月）～２５日 

（金）の期間で行われました。朝、登 

校してきた子どもたちがかばんから募 

金を取り出し、児童会の担当者が持っ 

ている募金箱に入れる姿がたくさん見 

られました。集められた募 

金は、福祉活動や災害時支 

援等に役立てられます。 

英検「ＥＳＧ」を受験しました 
10 月２２日（火）、６年生は、英検「ＥＳＧ」を

受けました。この英検「ＥＳＧ」は、「外国語科」で

学習した内容がどのくらい定着しているか確かめ、

中学校での学習に生かしていくために実施されるも

のです。子どもたちは、外国語を教わっている銭函

中の小俣教諭の説 

明を聞いて、真剣 

に問題に取り組ん 

でいました。 


